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第１ 用語の定義 

 １．本書において使用される用語については下記のとおり定義する。 

  ⑴ 避圧口：防護区画のレリーフダンパーが設置されている部分をいう。 

  ⑵ 避圧ダクト：避圧口から外気放出部分まで敷設されたダクト 

  ⑶ 区画内圧力：消火剤放出時に防護区画にかかる圧力をいう。 

  ⑷ 区画許容圧力：防護区画を形成する構造部材の最も弱い部分の耐圧強度をいう。 

 

第２ 不活性ガス消火設備について 

 １．必要避圧開口面積の算出方法及び区画内圧力の検証方法 

⑴ 必要避圧開口面積の算出 

避圧口から外気放出部分までのダクト面積が一定である場合は、下記の式により必

要避圧開口面積を求め、設置避圧開口面積が必要避圧開口面積以上であることを確認

する。その結果を表 2.5.1「避圧口面積計算結果」にまとめる。 

 

 A = 134×𝑄𝑄
�(𝑃𝑃−∆𝑃𝑃−𝑃𝑃𝑃𝑃)

 

       Ａ  ：必要避圧開口面積 (㎠) 

       Ｑ  ：消火剤最大流量＝平均流量×α＝(必要消火剤量/1)×α(㎥/min) 

           α：最大流量算出係数(使用容器弁による) 

       Ｐ  ：区画許容圧力 (㎩) 

       ΔＰ ：ダクト等の圧力損失 (㎩) 

       Ｐｕ ：外気風圧 (㎩) 

表２．５．１ 避圧口面積計算結果 

区画

番号 区画名 
消火剤最大流量 

Q 

 

（㎥/min） 

 区画許容圧力 

P 

 

（Pa） 

外気風圧 

Pu 

 

（Pa） 

ダクト等の 

圧力損失 

⊿P 

 

（Pa） 

必要避圧開口面積 

A 

 

（㎠） 

設置避圧開口面積 

 

 

(㎠) 

避圧口での流速 

 

 

(m/s) 

1 

B2～1階 

機械式駐車室 
 

 

 
(ダクト長〇m) 

   

2 5階 展示室  
 

 
(ダクト長〇m)    

3 

6階 

非常用発電機室 
 

 
 

(ダクト長〇m) 
   

4 22階 機械室  
 

 
(ダクト長〇m)    

外気風圧は、気象庁観測所（○○観測所）における過去 10年間の最大風速○（m/s）

(20XX年)を使用して計算した。外気風の影響を考慮し、下記計算により算出した。 

     Pu=0.5×1.2×〇×〇=■(Pa) 
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⑵ 区画内圧力の検討 

次に掲げる場合は、⑴で示した設置避圧開口面積から区画内圧力を求め、当該 

圧力が区画許容圧力以内であることを確認する。 

㋐ 避圧口から外気放出部分までのダクト面積が変化する場合 

㋑ 複数の空間、層に消火剤を放出する場合 

㋒ 面積・長さ等の異なる避圧ダクトが複数系統ある場合は各ダクトを通過する消 

火剤流量を、全てのダクトにおいて区画内圧力が同一となるよう繰り返し計算に 

より求め、区画内圧力の検討を行う。 

    ㋓ 消火剤を放出後、循環空調を継続運転する場合は循環空調の風量についても流 

量に加算し区画内圧力の検討を行う。 

     

 記載例 

消火剤放出時、防護区画内に生じる圧力上昇を防止し、区画内の圧力を有効に避圧 

するため消火剤放出時の区画内圧力を次式により求め、当該圧力が区画許容圧力以下 

であることを確認する。その結果を表 2.5.2「区画内圧力計算結果」にまとめる。 

       P ≥ 𝑃𝑃𝐴𝐴 = ∆𝑃𝑃 + 𝑃𝑃𝑃𝑃 + 𝑃𝑃𝑃𝑃 
       Ｐ  ：区画許容圧力 (㎩) 

       ＰＡ  ：区画内圧力 (㎩) 

       ΔＰ ：ダクト等の圧力損失 (㎩) 

       Ｐｕ ：外気風圧 (㎩) 

       Ｐｅ ：外気放出口での動圧 (㎩) 

表２．５．２ 区画内圧力計算結果 

区画

番号 区画名 
消火剤最大流量 

Q 

 

（㎥/min） 

ダクト等の 

圧力損失 

⊿P 

 

（Pa） 

外気風圧 

Pu 

 

（Pa） 

外気放出口 

での動圧 

Pe 

 

（Pa） 

区画内圧力 

PＡ 

 

（Pa） 

区画許容 

圧力 

P 

 

（Pa） 

設置避圧 

開口面積 

 

(㎠) 

避圧口での流速 

 

 

(m/s) 

1 

B2～1階 

機械式駐車室 
 

(ダクト長〇m) 

      

2 5階 展示室  
(ダクト長〇m) 

      

3 

6階 

非常用発電機室 
 

(ダクト長〇m) 
      

4 22階 機械室  
(ダクト長〇m)       

外気風圧は、気象庁観測所（○○観測所）における過去 10年間の最大風速○（m/s）

(20XX年)を使用して計算した。外気風の影響を考慮し、下記計算により算出した。 

     Pu=0.5×1.2×〇×〇=■(Pa) 
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参考 

高所に避圧口を設ける場合、外気風圧は、気象庁観測所（〇〇観測所）における過去 10年

間の最大風速〇（m/s）(20XX年)を高度補正して計算する。 

          
𝑉𝑉𝑍𝑍 = 𝑉𝑉𝑅𝑅 × �𝐻𝐻1

𝐻𝐻2
� �

𝛼𝛼
 

 

  = 〇 × �𝐻𝐻₁
𝐻𝐻₂
� �

0.27

=▲ 
（ｍ/s） 

 VZ ： 最大風速（補正値） （ｍ/s） 

 VR ： 最大風速（補正前の数値） （ｍ/s） 

 H1 ： 避圧先高さ （ｍ） 

 H2 ： 観測点の高さ （ｍ） 

 α   ： 地面の粗度係数（都市部：0.27）  

 

Pu＝0.5×1.2×▲×▲＝□（Pa） 
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第３ ハロゲン化物消火設備について 

１．必要避圧開口面積の算出方法及び区画内圧力の検証方法(HFC-227eaの場合) 

⑴ 必要避圧開口面積の算出 

避圧口から外気放出部分までのダクト面積が一定である場合は、下記の式により必

要避圧開口面積を求め、設置避圧開口面積が必要避圧開口面積以上であることを確認

する。その結果を表 2.5.1「避圧口面積計算結果」にまとめる。 

 

A =
1.12 × 103 × 𝑄𝑄

�(𝑃𝑃 − ∆𝑃𝑃 − ∆𝑃𝑃𝐺𝐺 − 𝑃𝑃𝑃𝑃)
 

 

Ａ  ：必要避圧開口面積 (㎠) 

       Ｑ  ：消火剤最大流量＝平均流量＝必要消火剤量÷放出時間(kg/sec) 

       Ｐ  ：区画許容圧力 (㎩) 

       ΔＰ ：ダクト等の圧力損失 (㎩) 

       ΔＰＧ ：落差による差圧 (㎩) 

       Ｐｕ ：外気風圧 (㎩) 

表２．５．１ 避圧口面積計算結果 

区画

番号 区画名 
消火剤最大流量 

Q 

 

（㎥/min） 

 区画許容圧力 

P 

 

（Pa） 

外気風圧 

Pu 

 

（Pa） 

ダクト等の 

圧力損失 

⊿P 

 

（Pa） 

落差による差圧 

ΔPＧ 

 

（Pa） 

必要避圧開口面積 

A 

 

（㎠） 

設置避圧開口

面積 

 

(㎠) 

避圧口での流速 

 

 

(m/s) 

1 

B2～1階 

機械式駐車室 
 

 

 
(ダクト長〇m) 

 
   

2 5階 展示室  
 

 
(ダクト長〇m) 

    

3 

6階 

非常用発電機室 
 

 
 

(ダクト長〇m) 

 
   

4 22階 機械室  
 

 
(ダクト長〇m) 

 
   

外気風圧は、気象庁観測所（○○観測所）における過去 10年間の最大風速○（m/s）

(20XX年)を使用して計算した。外気風の影響を考慮し、下記計算により算出した。 

     Pu=0.5×1.2×〇×〇=■(Pa) 
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⑵ 区画内圧力の検討 

次に掲げる場合は、⑴で示した設置避圧開口面積から区画内圧力を求め、当該圧 

力が区画許容圧力以内であることを確認する。 

㋐ 避圧口から外気放出部分までのダクト面積が変化する場合 

㋑ 複数の空間、層に消火剤を放出する場合 

㋒ 面積・長さ等の異なる避圧ダクトが複数系統ある場合は各ダクトを通過する消 

火剤流量を、全てのダクトにおいて区画内圧力が同一となるよう繰り返し計算に 

より求め、区画内圧力の検討を行う。 

    ㋓ 消火剤を放出後、循環空調を継続運転する場合は循環空調の風量についても流 

量に加算し区画内圧力の検討を行う。 

    

記載例 

消火剤放出時、防護区画内に生じる圧力上昇を防止し、区画内の圧力を有効に避圧 

するため消火剤放出時の区画内圧力を次式により求め、当該圧力が区画許容圧力以下 

であることを確認する。その結果を表 2.5.2「区画内圧力計算結果」にまとめる。 

        

       Ｐ  ：区画許容圧力 (㎩) 

       ＰＡ  ：区画内圧力 (㎩) 

       ΔＰ ：ダクト等の圧力損失 (㎩) 

       ΔＰＧ ：落差による差圧 (㎩) 

       Ｐｕ ：外気風圧 (㎩) 

       Ｐｅ ：外気放出口での動圧 (㎩) 

表２．５．２ 区画内圧力計算結果 

区

画

番

号 

区画名 
消火剤最大流量 

Q 

 

（㎥/min） 

ダクト等の 

圧力損失 

⊿P 

 

（Pa） 

 落差による 

差圧 

ΔPＧ 

 

（Pa） 

外気風圧 

Pu 

 

（Pa） 

外気放出口

での動圧 

Pe 

 

（Pa） 

区画内圧力 

PＡ 

 

（Pa) 

区画許容

圧力 

P 

 

(Pa) 

設置避圧 

開口面積 

 

（㎠） 

避圧口での流速 

 

 

（m/s） 

1 

B2～1階 

機械式駐車室 
 

(ダクト長〇m) 

 
 

 

  
  

2 5階 展示室  
(ダクト長〇m) 

  
 

  
  

3 

6階 

非常用発電機室 
 

(ダクト長〇m) 

 
 

 

  
  

4 22階 機械室  
(ダクト長〇m) 

 
 

 
  

  

外気風圧は、気象庁観測所（○○観測所）における過去 10年間の最大風速○（m/s） 

PePuPPPP GA ++∆+∆=≥
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(20XX年)を使用して計算した。外気風の影響を考慮し、下記計算により算出した。 

     Pu=0.5×1.2×〇×〇=■(Pa) 

      

参考 

高所に避圧口を設ける場合、外気風圧は、気象庁観測所（〇〇観測所）における過去 10年

間の最大風速〇（m/s）(20XX年)を高度補正して計算する。 

          
𝑉𝑉𝑍𝑍 = 𝑉𝑉𝑅𝑅 × �𝐻𝐻1

𝐻𝐻2
� �

𝛼𝛼
 

 

  = 〇 × �𝐻𝐻₁
𝐻𝐻₂
� �

0.27

=▲ 
（ｍ/s） 

 VZ ： 最大風速（補正値） （ｍ/s） 

 VR ： 最大風速（補正前の数値） （ｍ/s） 

  H1 ： 避圧先高さ （ｍ） 

 H2 ： 観測点の高さ （ｍ） 

 α   ： 地面の粗度係数（都市部：0.27）  

 

Pu＝0.5×1.2×▲×▲＝□（Pa） 

 

 


